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菅
家
蓮
誠
と
そ
の
翻
魂
漢
オ
説
三
）

加
　
藤
　
　
仁
　
亭

前
篇
　
菅
家
遺
誠
の
諸
本
及
び
和
魂
漢
才
碑
の
研
究

　
　
　
　
　
第
二
章
　
菅
家
遺
誠
の
板
本
に
就
い
て

爲
本
ε
し
て
現
は
れ
π
菅
家
六
畜
は
や
が
て
板
本
ε
し
て
行
は
れ
元
。

二
章
が
鼠
入
さ
れ
次
い
で
和
魂
漢
才
の
石
碑
ご
な
っ
て
思
想
界
に
異
常
の
刺
戟
を
輿
へ
た
。

等
の
板
本
及
び
石
碑
は
和
魂
漢
才
説
研
究
の
墾
考
資
料
こ
し
て
そ
の
帳
入
ご
窟
入
後
の
流
行
こ

の
経
過
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
ご
共
に
、
そ
の
心
入
こ
そ
の
流
行
ご
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
本
章

に
於
て
は
私
の
知
り
得
た
木
活
ご
木
版
ご
活
版
ご
の
三
方
面
に
亙
る
次
の
九
種
類
に
つ
い
て
概

説
し
て
見
た
い
ご
思
ふ
。
是
等
の
序
践
の
中
に
は
嘉
永
五
年
版
丙
本
に
見
え
る
や
う
な
長
い
の

も
あ
る
が
資
料
こ
し
て
は
何
れ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
叢
に
は
煩
を
厭
は
す
そ
の
全
文
を

掲
げ
る
事
こ
し
た
。

そ
し
て
其
の
頃
例
の

　
　
　
　
　
　
　
是
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一
、
紳
宮
文
庫
藏
刊
本
　
　
紳
宮
文
庫
玉
書
目
録
に
「
刊
」
ε
の
み
あ
る
も
の
で
、
同
文
庫
か
ら
の
御
示

数
に
よ
れ
ば
木
活
本
で
序
も
な
く
蹟
も
な
く
年
代
は
全
く
不
明
で
あ
り
、
且
つ
第
一
窓
下
の
「
凡
淋

國
一
世
云
々
」
「
凡
國
學
所
要
云
々
」
の
例
の
爾
章
も
無
い
こ
の
事
で
あ
る
。

　
二
．
内
閣
文
庫
藏
本
　
同
文
庫
の
目
録
に
よ
れ
ば
二
憲
、
耳
蝉
版
、
一
冊
ご
あ
っ
て
年
代
が
載
っ
て

み
な
い
。
同
文
庫
は
震
災
大
損
に
よ
る
改
繕
工
事
の
爲
め
咋
秋
以
驚
顔
藏
圖
書
全
部
を
構
内
の

一
隅
な
る
櫓
の
中
に
堆
積
し
て
あ
っ
て
只
今
搬
入
整
理
中
な
の
で
久
し
く
調
査
を
お
晒
す
る
こ

ご
が
繊
來
な
か
っ
た
け
れ
こ
も
、
最
近
漸
く
和
書
の
搬
入
を
了
へ
ら
れ
淀
ε
か
で
、
早
速
同
取
零
の

樋
ロ
龍
太
郎
氏
か
ら
御
示
激
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
筆
蹟
な
～
第
一
窓
末
に
例
の
雨
章
な
く
、

木
賊
に
し
て
二
黒
七
枚
二
枚
に
つ
き
二
十
行
）
よ
り
成
り
、
表
紙
無
く
、
二
宮
文
庫
の
ご
同
機
の
も
の

g
」
思
は
れ
る
ε
の
事
で
あ
る
。

　
三
、
嘉
永
五
年
版
甲
本
（
皇
紀
二
五
囲
二
）
　
私
の
見
た
限
り
で
は
表
紙
は
柿
色
で
本
文
は
十
一
枚

二
千
百
五
十
三
宇
か
ら
成
り
、
最
初
に
次
に
掲
げ
た
や
う
な
北
野
寺
務
宮
院
家
法
雲
半
信
正
光
瀧

の
謹
識
し
た
序
丈
を
附
し
て
み
る
。
四
に
述
ぷ
べ
き
序
文
の
二
つ
あ
る
も
の
に
甥
し
て
假
に
こ

れ
を
嘉
永
五
年
版
甲
本
ご
鵬
し
彼
を
呑
玉
ご
名
づ
け
更
に
序
盤
の
多
数
あ
る
五
に
述
ぷ
べ
き
も

の
を
丙
本
こ
い
っ
て
お
く
。
　
序
に
日
ふ
Q
（
本
章
掲
載
の
序
鞍
原
丈
に
横
瓢
な
し
）

　
　
　
菅
家
慧
誠
♂
そ
の
和
魂
漢
オ
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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三
〇

　
方
今
天
下
廟
祀
酒
盛
、
莫
　
菅
公
叢
雲
、
徳
業
文
章
之
美
、
亦
莫
・
公
如
焉
、
差
古
之
名
臣
或
有
功
業
、

　
而
徳
望
不
薯
、
或
有
徳
望
、
而
文
章
無
聞
、
惟
　
　
公
猫
繋
有
之
、
宜
奥
、
威
霊
悠
久
、
而
與
天
地
無
彊
」
也
、

　
公
豊
麗
遣
誠
、
以
爲
後
世
之
澱
、
蓋
雛
僅
々
小
野
、
然
所
謂
吉
光
片
朋
、
亦
足
以
補
風
激
、
稗
営
営
突
、
而

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
其
中
要
語
二
期
，
爲
讃
漢
籍
藩
、
下
頂
門
一
難
尖
，
紀
維
貞
特
表
章
此
、
勒
之
石
、
以
建
於
北
野
　
　
菅
祠
、

　
可
謂
善
得
　
公
之
遽
志
者
也
、
今
叢
嘉
永
壬
子
、
二
月
、
適
値
　
公
九
百
五
十
年
忌
辰
海
内
無
不
波

　
弓
懸
集
、
欽
慕
徳
容
、
供
奨
蛍
火
一
幸
得
頼
此
書
、
怨
霊
盛
徳
、
以
想
音
容
、
豊
非
人
々
之
至
願
耶
、
而
其
書

　
瀞
樽
蟄
勘
轡
飾
㈱
勢
弥
　
塾
藤
野
縢
↓
奏
跡
櫓
勝
か
世
、
欲
與
天
下
共
之
、
則
補
風
灘
稗
國
家
者
、

　
未
必
非
　
公
之
懇
志
也
、
詩
云
、
叢
書
爾
位
、
好
是
正
薩
、
神
之
聴
之
，
介
爾
弔
鐘
鵬
、
是
梓
行
雲
意
解
、

手
本
の
部
で
違
べ
た
や
う
に
現
在
は
存
し
な
い
ら
し
い
（
最
近
山
田
三
助
氏
の
話
に
よ
る
ε
五
十

除
年
前
佛
書
を
除
い
て
國
書
芸
の
倉
庫
唄
棟
を
競
責
に
附
し
た
が
三
百
圓
で
大
阪
の
前
川
善
兵

衡
氏
の
手
に
落
ち
て
今
で
は
全
く
散
号
し
て
了
つ
た
と
の
事
で
あ
る
。
）
が
京
都
曼
殊
院
の
奮
藏

す
る
一
本
に
勝
っ
て
版
を
起
し
た
事
は
こ
の
序
に
よ
っ
て
認
め
得
ら
れ
る
Q
多
分
竹
内
御
所
師

ち
曼
殊
院
の
私
版
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
丈
久
元
年
版
の
菅
爲
定
の
序
に
も
「
在
京
師
先
聖
錨
行
」
ご

見
え
て
み
る
。
嘉
永
五
年
は
菅
公
九
百
五
十
年
の
大
祭
を
行
ふ
年
で
あ
る
か
ら
北
野
紳
魁
こ
し

て
は
莫
大
な
寄
附
の
集
っ
た
時
で
も
あ
り
、
菅
公
宣
傳
に
相
癒
し
た
時
で
も
あ
る
か
ら
「
融
冠
に
も
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定
め
て
出
版
の
金
な
ご
は
・
十
分
に
あ
っ
た
で
あ
ら
う
」
（
山
田
宮
司
の
お
話
に
標
る
）
ε
の
事
で
あ

る
。
而
し
て
第
「
懇
末
に
例
の
副
章
を
載
せ
た
上
で
【
右
二
則
者
潰
…
誠
中
之
眼
目
也
既
記
於
北
野

魁
東
之
碑
焉
學
漢
籍
者
可
用
心
之
第
「
也
扁
ご
書
い
て
み
る
。

　
北
野
神
路
の
文
庫
や
大
阪
天
満
宮
の
文
庫
（
同
塵
務
所
報
）
を
初
め
「
坊
間
に
も
時
々
見
受
け
ら
れ

る
甘
の
事
で
あ
る
（
京
都
某
和
本
屋
の
話
に
擦
る
）
私
の
最
初
に
手
に
入
れ
た
の
も
亦
之
で
あ
る
。

右
光
画
の
序
文
は
次
に
蓮
ぷ
べ
き
乙
丙
爾
本
ε
共
通
で
あ
り
、
一
々
の
文
字
に
就
い
て
見
れ
ば
殆

ご
同
一
の
板
木
を
使
用
し
だ
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
、
若
し
別
種
の
も
の
ご
見
て
も
少
く
ご
も
一
方

に
よ
っ
て
他
方
の
板
を
起
し
た
こ
し
か
考
へ
ら
れ
諏
程
凡
て
の
文
字
の
一
旬
々
々
が
同
叫
で
あ

る
け
れ
ざ
も
各
頁
の
大
さ
に
幾
分
の
差
が
あ
り
、
製
本
交
に
於
て
も
同
じ
く
各
頁
の
大
さ
が
蓮
ひ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
、
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
・
o
　
　
　
　
　
　
⑳

且
つ
宮
・
菅
・
管
の
鷺
を
悉
く
臣
ご
誤
っ
て
を
り
、
慶
環
杵
之
奪
を
慶
二
杵
蓮
華
ご
し
、
母
語
亭
々
を
齎

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ト
爾
家
こ
し
、
木
質
を
事
事
こ
し
、
陛
下
を
階
下
こ
し
、
役
を
人
扁
に
、
格
を
手
事
に
し
て
み
る
や
う
な

多
く
の
異
同
を
登
場
す
る
か
ら
、
同
じ
く
嘉
永
五
年
の
序
文
は
あ
る
け
れ
ざ
も
比
較
的
初
の
も
の

で
學
問
の
淺
い
板
下
書
き
の
誤
か
ご
も
零
せ
ら
れ
る
。
交
學
士
鈴
鹿
三
七
願
所
藏
の
も
の
は
同

氏
曾
組
父
君
筑
前
守
連
胤
窮
手
燭
の
も
の
で
、
齋
、
役
、
官
、
菅
、
管
の
誤
∵
字
を
朱
で
訂
正
し
て
み
る
。
　
家

蕨
の
者
を
之
に
比
較
す
る
ε
形
式
内
容
凡
て
殆
ざ
同
一
で
あ
る
が
唯
一
つ
建
仁
序
中
「
僅
一
字
だ
け

　
　
　
菅
家
慧
霊
芝
そ
の
和
魂
漢
オ
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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が
明
に
異
っ
て
み
る
。
二
っ
て
出
版
の
時
も
相
違
し
て
み
る
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ε
思
ふ
。

　
四
、
嘉
永
五
年
埋
土
本
（
皇
紀
二
五
一
二
）
最
初
に
次
の
や
う
な
嘉
永
壬
子
仲
春
正
三
位
大
常
卿

大
中
臣
甲
乙
撰
並
書
の
序
を
掲
げ
第
二
に
甲
本
の
條
に
述
べ
た
儒
正
光
通
の
序
を
掲
げ
て
み
る
。

　
差
中
古
　
朝
廷
所
以
設
太
學
及
遣
麿
使
留
學
生
者
、
將
資
彼
制
度
文
物
以
飾
我
治
具
耳
、
若
夫

　
國
柞
悠
久
萬
世
不
抜
之
基
、
在
風
俗
之
急
心
與
人
心
之
義
烈
、
而
不
在
制
度
文
物
、
文
物
既
堅
実
、
治

　
具
既
張
尖
、
無
害
所
掌
於
西
蕃
、
此
　
菅
公
所
以
罷
遣
唐
使
也
留
學
生
在
唐
或
艶
其
丈
物
、
受
其
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
爵
、
辱
國
亦
太
甚
実
、
此
公
之
所
以
垂
和
魂
漢
オ
之
誠
也
、
然
寓
其
地
、
化
雌
器
、
猶
或
可
恕
、
猶
惟
近
世

　
學
無
蓋
忌
門
至
意
地
、
目
未
嘗
麗
筆
俗
、
而
心
二
念
干
塞
詞
浄
文
之
毒
、
動
転
内
彼
外
我
、
日
、
中
華
日
、

　
中
置
、
日
、
日
東
、
日
、
大
束
日
、
東
方
之
國
、
尊
者
自
習
夷
入
、
噛
、
文
之
軍
書
、
敗
風
俗
、
害
入
善
、
不
亦
酷
乎
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゑ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
公
之
言
日
，
外
蕃
下
衛
之
客
、
來
朝
寓
鴻
櫨
者
、
公
卿
不
可
往
見
、
此
数
語
、
在
今
日
實
爲
二
時
良
藥
実
、

　
叢
濃
之
亡
也
、
僑
心
越
蹄
化
、
寓
長
崎
、
見
一
小
兇
誤
鰯
櫨
傷
鳥
箒
揮
購
読
檀
、
歎
日
、
若
使
我
郷
人
霊

　
如
此
兇
豊
至
愚
清
虜
所
奪
乎
、
可
見
西
土
人
護
萬
吉
書
、
而
不
及
我
一
小
謡
、
量
非
以
察
詞
浮
文
之

　
毒
染
叢
雲
、
本
邦
諜
者
不
省
子
此
、
相
等
諦
此
輩
所
著
之
書
、
而
不
知
失
固
有
之
義
義
美
俗
而
揺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
せ
　
　
も

　
萬
澄
不
抜
二
二
、
可
不
深
畏
嘉
詩
戒
乎
、
此
虚
器
貞
所
以
表
章
此
書
也
、
世
事
二
者
宜
三
幽
門
書
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
へ

　
後
護
漢
籍
、
可
以
無
大
過
莫
、
維
貞
又
請
公
之
喬
孫
黄
門
聰
長
卿
、
書
豊
中
要
語
二
則
、
勒
碑
、
樹
之
北

η
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野
菅
祠
、
憲
章
之
意
、
可
不
謂
勤
尖
哉
、

筆
者
三
子
は
紀
維
貞
の
吊
雲
に
も
序
を
書
い
て
み
る
が
安
政
乙
卯
夏
六
月
に
於
て
正
三
位
帥
砥

大
副
の
肩
書
を
つ
け
て
み
る
。
爾
詳
細
は
公
卿
補
任
第
十
一
巻
（
國
吏
大
系
入
五
九
頁
）
に
見
え
て

み
る
。
第
一
懇
末
に
例
の
爾
章
を
載
せ
た
上
に
「
右
二
則
者
遺
誠
中
之
眼
目
也
云
々
」
ご
書
い
て
み

る
事
並
に
枚
数
字
数
共
に
甲
乙
千
本
ご
同
じ
く
文
字
は
四
丁
の
「
糺
］
字
を
除
き
丙
本
と
等
し
い
。
“

　
五
嘉
永
五
年
早
言
本
、
　
二
つ
の
序
文
も
四
号
の
蜜
入
も
そ
の
注
意
書
き
も
全
然
筆
草
と
同
唄

で
あ
る
Q
名
蹟
の
作
者
や
内
容
か
ら
考
へ
て
も
、
亦
こ
の
注
意
書
き
か
ら
考
へ
て
も
北
野
建
碑
ε

嘉
永
五
年
版
こ
の
密
接
な
る
關
係
を
察
す
る
こ
ご
が
出
挙
る
Q
こ
の
丙
本
に
は
第
二
部
宋
に
［
や

ま
ビ
た
ま
し
ひ
≒
や
ま
こ
こ
、
ろ
≒
や
ま
ご
の
こ
、
ろ
ば
へ
≒
和
魂
地
さ
え
」
「
才
」
「
か
ら
ざ
え
」
「
和
漢
の
才
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ご
の
古
典
に
於
け
る
用
例
を
源
氏
物
語
、
今
昔
物
語
（
鈴
鹿
本
も
家
藏
の
も
古
昔
物
語
ε
誤
っ
て

は
み
る
が
）
後
拾
遣
和
歌
集
、
愚
管
抄
及
び
百
寮
和
歌
よ
り
引
い
て
み
る
。

　
絡
に
次
に
掲
げ
る
や
う
な
長
い
和
文
の
蹟
ビ
、
短
い
漢
文
の
蹟
桶
と
を
載
せ
て
み
る
。
後
者
は
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
が
ね

維
貞
の
も
の
で
前
者
は
「
北
野
宮
に
つ
か
ふ
る
松
園
坊
前
住
現
竹
林
坊
法
眼
清
聴
」
の
も
の
で
、
大
倉

法
橋
書
で
あ
る
。
大
倉
法
橋
は
大
阪
天
満
宮
の
和
魂
漢
才
碑
を
建
て
た
篤
志
家
で
、
元
治
刊
行
雲

上
明
覧
大
全
下
學
習
院
の
條
に
は
「
古
書
籍
応
護
諾
し
て
あ
る
（
註
）
叉
竹
林
坊
の
名
は
嘉
永
頃
の
北

　
　
　
菅
家
遽
誠
電
そ
の
和
魂
漢
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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哲
學
研
究
第
百
十
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

野
紳
赴
の
日
記
に
は
月
番
な
ざ
、
し
て
度
々
見
え
て
み
る
。
長
い
蹟
で
は
あ
る
が
材
料
提
供
の

趣
旨
に
よ
っ
て
敢
て
掲
載
す
る
。
但
し
萬
葉
桑
名
は
凡
て
常
用
の
も
の
に
書
き
か
へ
て
お
く
。

　
註
　
　
曇
調
・
上
議
賢
兄
大
冊
全
は
天
保
∵
†
晶
牛
十
　
「
h
竿
、
山
盛
二
三
’
年
、
由
鼎
・
氷
三
年
、
安
政
三
・
年
み
丁
年
、
文
久
二
年
剛
二

　
　
　
年
及
び
慶
慮
四
年
の
分
は
京
大
四
書
館
に
所
，
浅
し
て
る
る
が
元
治
刊
行
の
分
が
な
い
か

　
　
　
ら
止
む
を
得
す
古
事
類
苑
文
學
部
所
載
に
擦
っ
た
。

　
懸
懇
も
あ
や
に
畏
き
皇
が
大
御
代
の
御
榮
ハ
や
い
は
ま
く
も
あ
や
に
ゆ
、
し
き
吾
紳
垣
の
稜

　
威
の
御
盛
は
や
そ
の
か
ミ
菅
原
院
に
化
現
ま
し
一
て
官
業
を
受
縫
給
ふ
ま
に
一
其
道
の

　
學
ひ
ハ
い
ふ
も
さ
ら
な
り
何
の
道
を
も
ふ
か
く
明
ら
め
給
ひ
天
才
世
二
似
す
お
は
し
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ

　
内
覧
の
臣
ビ
め
し
ま
っ
は
さ
れ
萬
機
を
ま
つ
り
こ
ち
給
ふ
あ
ま
り
に
世
を
治
る
溢
は
し
も
帥

　
も
　
　
せ
　

も
　

ゆ
　

め
　
　
も
　

も
　
　
ぢ
　

も
　
　
ま
　

も
　
　
あ
　

も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
も
　

も
　
　
も
　

も
　
　
へ
　

も
　
　
ぶ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　

へ
　
　
さ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
國
の
妙
に
奇
し
き
い
は
れ
有
て
お
の
つ
か
ら
な
る
法
あ
り
ご
い
へ
ご
も
蜜
に
し
て
充
難
き
か

　
も
　
　
も
　

も
　
　
も
　

も
　
　
ゆ
　

セ
　
　
も
　

も
　

も
　

ヘ
　

へ
　

も
　
　
へ
　

も
　
　
へ
　

も
　
　
ぶ
　

ぶ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　

ヘ
　

へ
　
　
も
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ
　

も
　
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ

　
ゆ
ゑ
に
漢
土
夏
段
周
三
代
の
正
経
魯
聖
か
約
書
を
學
ひ
て
其
法
を
か
り
用
む
に
粗
違
は
さ
る

　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
あ
　
　
ゆ
　

へ
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ま
　
　
へ
　

も
　
　
へ
　

も
　
　
き
　
　
も
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
へ
　

ぶ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　

へ
　
　
も
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
旨
を
さ
ご
し
給
ひ
発
言
か
治
定
革
命
の
高
風
を
賎
し
め
天
孫
ε
こ
し
な
へ
に
縫
か
せ
給
ふ
大

　
へ
　
　
ゆ
　

も
　
　
ゆ
　

も
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　

せ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　

も
　
　
せ

　
二
二
風
の
貴
き
事
を
ほ
め
て
雄
風
に
よ
る
ま
し
き
筋
を
淺
茅
原
つ
は
ら
ノ
、
に
こ
ご
は
り
誠

　
め
置
給
へ
り
し
を
畏
み
も
う
か
、
ひ
奉
る
に
弘
仁
九
年
の
詔
よ
わ
天
下
の
政
を
始
め
漢
機
に

　
よ
ら
せ
給
ふ
事
多
か
ら
む
に
は
お
の
つ
か
ら
な
る
皇
温
風
も
い
っ
と
な
く
漢
土
風
に
な
ら
ひ
「
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て
ふ
さ
は
し
か
ら
ぬ
筋
の
よ
ケ
ノ
＼
交
澱
へ
き
を
な
ほ
漢
學
ひ
盛
な
る
御
代
に
し
て
大
御
み

つ
か
ら
も
其
道
を
好
ま
せ
給
ひ
な
か
ら
賢
き
御
心
に
遠
く
思
ひ
は
か
り
深
く
お
ほ
し
お
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ

給
へ
る
な
む
あ
や
に
奇
し
き
和
魂
の
あ
ら
ん
紳
に
ま
し
一
け
る
さ
る
御
数
へ
言
の
菅
家
遣

も

誠
こ
て
世
に
寂
り
残
れ
る
を
紀
維
貞
う
ま
く
讃
考
へ
て
か
〉
る
恥
き
御
敷
へ
書
の
あ
り
ご
た

に
し
れ
る
人
の
少
き
を
歎
き
天
下
に
ひ
ろ
め
ま
し
く
お
も
ひ
お
こ
し
て
其
寓
懇
の
古
き
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

く
り
求
め
異
同
を
考
合
せ
誤
を
正
し
て
そ
か
申
よ
り
む
ね
ε
尊
き
二
章
を
抜
出
し
菅
黄
円
聰

ヘ
ロ

長
野
の
御
筆
を
こ
ひ
な
ほ
御
．
圃
を
ご
り
て
瀞
慮
を
窺
ひ
定
め
石
に
ゑ
ら
せ
て
吾
御
冠
の
側
二

建
た
る
は
今
年
九
百
五
十
年
の
御
遠
忌
に
當
ら
せ
給
ひ
都
鄙
こ
そ
り
て
唾
壷
む
亭
々
に
遍
く

し
ら
し
め
い
や
盆
よ
に
騨
威
の
耀
き
給
む
事
を
仰
ぎ
奪
ひ
た
る
仕
業
に
し
て
紳
の
御
慮
に
叶

ふ
へ
く
な
む
今
の
世
中
御
仁
學
ひ
さ
か
う
に
成
も
て
行
時
に
逢
ひ
て
そ
の
方
に
心
よ
す
る
輩

は
こ
の
御
壷
の
幸
に
残
れ
る
を
よ
ろ
こ
ひ
て
人
に
い
ひ
さ
ご
す
を
し
へ
の
便
ご
も
な
す
へ
き

に
な
か
一
さ
は
お
も
は
て
後
世
入
の
駈
り
か
け
る
文
な
る
へ
き
な
ε
、
疑
ひ
誹
れ
る
人
の

有
ピ
か
闘
ゆ
る
は
い
か
に
そ
や
お
の
か
ち
い
さ
き
瞥
見
の
さ
か
し
ら
に
ほ
こ
り
て
、
天
満
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
レ

の
御
身
に
そ
む
か
む
事
を
も
恐
さ
る
は
罪
深
き
痴
入
な
る
へ
し
穴
あ
さ
ま
し
や
さ
は
さ
て
聖

廟
ビ
仰
ぎ
も
の
學
ひ
の
遠
路
短
毛
ご
あ
か
ま
へ
奪
ひ
て
道
々
の
榮
を
願
ひ
月
日
に
並
へ
繕
へ

　
　
菅
家
二
更
ビ
そ
の
和
魂
漢
オ
凱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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哲
學
研
究
　
餓
躍
百
〃
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
六

　
て
夜
の
守
書
の
守
の
大
御
悪
を
蒙
り
一
夜
松
に
か
け
て
君
が
入
千
代
を
賜
り
あ
る
は
澱
れ
き

　
ぬ
を
歎
き
て
梅
か
香
の
闇
に
ま
ご
は
ぬ
し
る
へ
を
得
淀
ら
む
入
も
ろ
7
～
こ
の
御
遺
習
の
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
モ
ノ

　
に
残
れ
る
を
千
年
の
後
の
大
御
餐
ご
捧
げ
い
た
、
き
常
に
よ
み
な
ら
ひ
て
天
地
ご
融
だ
逡
長

　
き
皇
國
の
穗
に
治
れ
る
時
代
に
逢
る
を
よ
ろ
こ
ひ
今
の
現
に
い
ま
す
か
如
き
大
稜
威
の
さ
き

　
　
　
　
ま
タ
マ
ノ
ブ
ユ

　
は
ひ
給
ふ
刷
恩
頼
を
な
忘
れ
そ
ね
。

　
　
菅
原
の
末
野
に
残
る
を
し
へ
警
み
ち
の
し
を
b
ざ
誰
か
せ
さ
ら
む
。
、

　
嘉
永
五
年
の
春
此
正
本
の
奥
に
響
め
き
π
る
こ
ε
を
書
加
へ
よ
ご
の
需
に
ま
か
せ
か
し
こ
ひ

　
く
て
か
く
し
る
す
ハ

ビ
い
ふ
の
が
清
根
の
も
の
で
次
が
維
貞
の
も
の
で
あ
る
◎

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
テ

　
菅
家
遽
誠
一
書
、
紳
意
玄
妙
固
非
｝
肉
眼
所
出
得
而
窺
知
｝
也
、
維
貞
旦
夕
荘
諦
有
レ
年
尖
、
野
饗
有
國
學
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
流
ハ
疑
糞
眞
儒
一
壷
昌
弄
聰
明
h
妄
議
二
先
賢
書
聖
且
知
鼓
ハ
何
業
也
、
帥
墨
池
入
四
手
日
華
可
昌
難
訓
レ
人
報
7
國
、
則
當
三

　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
奪
信
而
表
昌
章
之
一
準
準
轟
公
之
手
乎
、
和
氣
久
公
講
二
書
7
尾
難
題
二
言
ス
訓
…
野
原
交
の
ま
、
）

右
の
和
氣
郭
公
は
曼
殊
院
の
侍
で
あ
る
（
斑
斑
票
田
氏
談
）
こ
の
版
も
亦
曼
殊
院
の
私
版
で
あ
ら
う

ざ
思
ふ
Q
私
の
比
較
し
淀
次
の
三
本
は
零
墨
本
丈
こ
も
に
全
然
同
一
の
も
の
で
あ
る
が
而
も
其

の
他
の
部
分
に
於
て
多
少
の
異
同
を
襲
見
す
る
o
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1
河
野
本
、
表
紙
は
柿
色
で
黄
が
強
く
入
っ
て
を
り
他
の
二
野
に
比
し
て
紙
質
が
精
違
っ
て
み

る
．
》
而
し
て
窓
末
の
「
今
昔
物
語
」
の
今
が
正
し
く
書
け
て
み
る
。

2
家
国
本
、
　
表
紙
は
柿
色
で
黄
が
薄
い
Q
　
悲
末
の
「
今
昔
物
語
」
の
今
が
［
古
た
な
っ
て
み
る
。

3
鈴
鹿
本
、
表
紙
は
水
色
で
本
の
長
さ
も
右
二
書
に
比
し
て
二
分
五
厘
位
長
い
。
業
際
の
今
昔

は
家
藏
本
と
同
じ
く
誤
っ
て
み
る
が
最
後
に
石
碑
に
饗
す
る
維
貞
の
注
意
書
き
を
一
枚
張
り
附

け
て
み
る
。
帥
ち

　
　
凡
帥
國
一
世
無
窮
之
玄
妙
者
云
々

　
　
凡
國
學
所
要
云
々

　
　
　
　
　
嘉
永
元
年
戊
申
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
紳
意
紀
寺
貞
享
之

　
　
　
　
此
二
輿
ハ
北
野
旭
東
門
の
内
南
手
の
横
通
り
北
側
に
建
だ
る
碑
面
の
御
丈
に
て
御
遣

　
　
　
　
誠
中
の
眼
目
也
さ
れ
ば
和
漢
の
學
び
す
る
人
は
い
ふ
も
更
な
り
な
へ
て
の
入
々
も
此

　
　
　
　
御
敷
の
こ
、
ろ
を
辮
へ
し
ら
ば
帥
の
御
心
に
か
な
ふ
べ
し
ご
こ
た
ひ
有
志
の
某
等
相

　
　
　
　
は
か
り
て
普
く
世
上
に
知
ら
せ
ま
ほ
し
と
月
毎
の
廿
五
日
墾
詣
め
少
々
に
施
し
あ
た

　
　
　
　
へ
む
ご
こ
ひ
ね
が
ひ
ぬ
。

　
　
　
　
　
但
　
御
願
誠
の
摺
本
ハ
世
上
に
責
買
を
ゆ
る
さ
れ
す
懇
望
の
人
々
も
お
は
さ
は
北

　
　
　
菅
家
遽
誠
ビ
そ
の
和
魂
漢
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
學
研
究
　
第
百
十
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入

　
　
　
　
　
　
　
野
上
の
森
學
堂
に
ま
か
り
て
申
こ
は
れ
な
は
望
・
・
、
に
ま
か
さ
る
べ
し

ご
い
っ
て
み
る
。
黒
川
春
村
の
濡
鼠
漫
筆
懇
二
十
四
に
「
往
年
嘉
永
の
は
じ
め
に
京
師
の
官
人
座

田
某
此
中
の
二
章
を
石
に
刻
み
て
北
野
の
藁
箒
に
建
つ
こ
い
へ
る
其
摺
本
を
獲
て
黒
き
見
し
に

云
々
」
ε
あ
る
の
は
長
時
の
も
の
ご
思
は
れ
る
が
黒
川
翼
道
氏
の
御
話
激
に
よ
れ
ば
黒
川
家
に
は

現
に
之
を
所
藏
し
て
を
ら
れ
る
ご
の
事
で
あ
る
。

　
1
は
河
野
鐵
兜
無
手
澤
本
で
京
大
直
書
館
に
寄
賂
さ
れ
た
も
の
條
数
等
に
つ
い
て
少
し
く
朱

筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
例
の
爾
章
の
上
に
も
二
重
圏
点
を
つ
け
て
み
る
。
3
は
鈴
鹿
黒
垂
士
曾

租
父
君
手
澤
の
も
の
で
二
丁
表
第
一
行
の
虚
無
の
右
に
細
塵
踊
灘
の
六
字
を
朱
で
書
き
入
れ
て

　
　
　
　
　
ツ
ラ
　
　
　
　
　
　
テ
サ
　
ス
エ
　
　
　
　
　
　
　
テ

み
る
。
（
鈴
鹿
連
胤
一
1
長
存
－
義
鯨
一
⊥
二
七
）
其
の
他
の
も
の
は
比
較
し
て
な
い
か
ら
明
瞭
で
な
い

　
　
　
　
　
⑱
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
㊥

が
右
の
三
種
に
つ
い
て
考
へ
て
も
出
版
の
時
が
凡
て
異
っ
て
み
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
本
書
は

京
都
の
和
本
屋
の
話
に
坊
間
に
は
珍
し
い
こ
の
事
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
私
の
知
り
得
た
や
け
で
も

4
帝
室
圖
書
寮
の
松
岡
文
庫
（
女
子
學
唇
噛
癖
紅
霞
納
歳
徳
氏
報
）

5
侯
爵
前
田
家
圖
書
館
（
同
館
係
報
）

6
東
京
帝
國
大
學
附
属
圖
書
館
分
館
南
面
文
庫
（
洞
丈
虚
報
）

7
帝
國
圖
書
館
（
同
館
報
）
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を
初
め
個
人
の
家
に
も
二
三
所
塾
し
て
を
ら
れ
る
の
み
か
私
自
身
も
坊
間
か
ら
比
較
的
骨
折
ら

す
に
手
に
入
れ
た
位
で
あ
る
か
ら
相
国
流
布
し
て
み
る
も
の
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
。
し
て
見
れ

ば
前
述
三
本
の
外
に
更
に
諸
種
の
異
本
が
な
い
ビ
も
断
言
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
序
蹟
は
同

じ
く
嘉
永
五
年
ご
あ
っ
て
も
そ
の
後
度
々
板
に
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ご
思
は
れ
る
。

　
六
、
文
久
元
年
版
（
皇
紀
二
五
ご
一
）
　
私
の
使
用
し
た
の
は
九
州
の
太
宰
府
聡
警
か
ら
悪
子
さ
れ

た
も
の
で
、
文
久
元
年
の
序
文
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
印
刷
し
た
の
は
最
近
の
こ
ご
、
思
は
れ
る
も
の

で
あ
る
。
板
木
は
同
浜
野
に
現
存
し
て
み
る
こ
の
事
で
あ
る
（
同
棘
斯
々
務
所
報
）
か
ら
文
久
元
年

以
來
度
々
印
刷
さ
れ
た
こ
ご
で
あ
ら
う
。
　
臼
早
旦
育
文
庫
家
訓
篇
所
牧
菅
家
逡
誠
の
補
訂
壷
本

の
一
ご
し
て
の
文
久
元
年
版
は
こ
の
太
宰
府
版
の
事
で
あ
る
（
黒
川
興
道
罪
報
）
本
馬
第
一
恕
末
に

例
の
爾
章
が
加
へ
ら
れ
て
る
る
こ
ご
は
善
本
の
部
で
述
べ
だ
逼
り
で
あ
る
が
嘉
永
五
年
版
に
あ

る
や
う
な
「
右
二
導
者
遺
心
中
》
之
眼
目
也
云
々
」
の
注
意
書
き
は
無
い
Q
序
蹟
が
次
に
掲
げ
る
如
く

嘉
永
五
年
版
ご
全
然
異
っ
て
み
る
ば
か
り
で
な
く
字
罷
も
全
く
相
違
し
て
み
る
。
尤
も
本
文
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

於
て
は
嘉
永
五
年
版
丙
本
第
一
窓
第
十
章
の
難
敵
國
が
此
版
で
は
糺
敵
國
ビ
な
っ
て
み
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
る
差
で
他
に
は
漢
字
の
劃
や
逡
假
名
の
差
に
過
ぎ
な
い
（
嘉
永
五
年
版
乙
本
は
糺
、
そ
し
て
本

文
は
嘉
永
五
年
版
ご
同
じ
く
十
一
枚
二
千
百
五
十
三
字
か
ら
成
っ
て
み
る
。
そ
の
中
窟
入
さ
れ

　
　
　
菅
家
遽
義
定
そ
の
利
魂
漢
オ
窺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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哲
學
研
究
第
百
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

た
爾
章
の
六
十
七
字
を
減
す
る
ε
二
千
入
十
六
字
ε
な
る
が
試
に
之
を
前
章
に
述
べ
た
近
衛
家

の
寓
本
ご
比
較
し
て
些
細
な
字
劃
の
差
を
も
数
へ
る
ご
す
れ
ば
三
百
四
十
七
宇
の
相
違
を
登
見

す
る
。
重
要
な
異
同
に
つ
い
て
の
比
較
校
合
は
後
篇
第
二
章
の
あ
た
り
で
登
表
し
た
い
ε
思
ふ
。

こ
の
太
宰
府
版
の
序
文
は
二
つ
あ
っ
て
第
一
の
は
交
久
紀
元
初
夏
灌
中
納
言
菅
爲
定
の
筆
に
成

り
漢
文
を
以
て
次
の
や
う
に
書
か
れ
て
み
る
Q

　
夫
人
之
徳
濃
紫
於
正
人
君
子
期
易
戚
於
愚
夫
愚
婦
黒
鉱
　
我
邦
古
來
盛
徳
者
二
二
於
千
百
而

　
其
自
今
田
識
叢
論
之
者
唯
好
篇
爾
古
之
士
耳
鼻
姦
夫
蚕
漢
児
量
卒
論
無
漏
戚
戴
畏
二
者
濁
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
お
　

ぶ
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ
　

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
租
　
帥
公
而
已
奥
黒
馬
見
其
徳
超
絶
尋
常
濫
倫
也
　
公
有
遺
誠
二
忽
稿
藏
京
師
曼
殊
院
及
筑

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぶ

　
之
太
宰
府
在
京
講
者
先
既
品
行
筑
之
父
老
相
謂
日
我
郷
爲
　
公
之
祠
廟
之
地
墨
　
公
之
書
可

　
獲
之
於
彼
而
涯
於
此
乎
晶
相
倶
鋸
之
以
始
四
方
慕
　
鷺
足
夫
　
公
之
言
固
雰
待
望
而
行
者
況

　
何
番
京
之
輿
筑
焉
哉
掛
盤
遠
方
父
老
樂
從
事
罪
質
以
後
人
爲
辱
可
以
謹
盛
徳
無
所
不
至
奥
以

　
余
爲
遽
欝
徴
序
言
亦
愛
及
屋
烏
之
意
也

こ
の
序
文
の
執
筆
者
た
る
菅
原
爲
定
は
日
記
菅
葉
を
通
じ
て
得
平
院
研
究
の
有
力
な
る
史
料
を

提
供
し
て
み
る
入
で
あ
る
。
十
三
朝
紀
聞
（
註
）
憲
七
、
十
五
丁
仁
孝
天
皇
の
弘
化
二
年
十
二
月
に
は

學
習
院
の
こ
ご
を
記
し
て
「
少
納
言
菅
原
畳
畳
、
式
部
権
大
輔
菅
原
半
長
爲
有
職
學
生
」
ご
並
べ
薦
し
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て
を
り
、
故
事
類
苑
交
責
罰
一
＝
＝
一
頁
に
元
治
刊
行
雲
上
明
覧
大
全
下
を
引
い
て
み
る
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
も
五
條
宰
単
蹄
定
卿
の
名
が
あ
げ
て
あ
る
。
雲
上
明
覧
大
全
の
慶
懸
四
年
版
に
は
爲
貴
一
爲

　

定
一
！
爲
榮
の
系
圖
を
載
せ
て
み
る
が
、
天
保
十
年
版
に
は
當
圭
、
五
條
式
部
大
輔
爲
定
卿
、
三
十
六
、
正

三
位
、
相
撲
之
御
家
、
百
四
十
一
石
間
霊
殿
翠
陰
角
ご
見
え
て
み
る
。
（
國
吏
大
系
本
公
卿
補
任
墾
看
）

　
註
　
從
六
位
下
行
兵
庫
寮
史
生
黒
和
皆
野
源
朝
臣
照
矩
編
次
、
男
、
正
七
位
下
長
門
橡
源
頼
矩
綾
、

　
　
　
文
久
壬
戌
刊
行
、
京
大
圖
書
館
藏
本
に
豫
る
。

　
菅
家
陛
下
博
す
な
は
ち
菅
は
ら
の
淋
の
も
の
し
π
ま
へ
り
し
を
し
へ
ふ
ミ
に
し
て
す
へ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
う
　
ヘ
　
へ

　
を
ち
く
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
げ
な
ら
ぬ
中
に
平
な
か
ら
な
る
大
御
國
風
の
た
ふ
ご
き
事
を
し

　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　

も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　

も
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
も
さ
ご
し
た
ま
ひ
た
る
く
た
う
の
あ
り
て
當
時
漢
學
の
さ
か
む
な
り
し
大
御
代
ば
さ
ら
也
お

　
ほ
ん
い
つ
く
し
ミ
の
波
や
し
ま
の
外
ま
て
な
か
れ
萬
の
く
に
く
ま
る
き
た
れ
ら
む
今
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ほ
む
時
に
あ
た
り
て
ハ
い
よ
一
此
を
し
へ
こ
ご
を
ま
も
り
和
魂
漢
才
の
本
末
を
ハ
芳
野
や

　
ま
よ
し
ご
よ
く
わ
き
ま
へ
さ
ら
ん
に
は
お
も
は
さ
る
か
た
の
あ
や
ま
ち
も
い
て
こ
ん
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
　
モ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぶ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ

　
れ
こ
こ
の
激
ふ
み
世
に
し
る
入
ま
れ
に
侍
れ
ハ
こ
た
ひ
編
岡
の
大
城
に
つ
か
へ
ら
る
、
有
志

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
も
の
ε
も
相
は
か
り
て
早
く
は
し
皆
々
に
や
ご
し
帰
せ
み
の
よ
に
ひ
ろ
く
な
せ
り
ご
そ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
く
て
あ
め
の
し
た
の
人
も
ろ
一
こ
の
書
を
よ
み
て
か
し
こ
く
も
此
あ
ら
ミ
淋
の
和
魂
を
た

　
　
　
菅
家
遽
識
建
そ
の
和
魂
漢
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

　
ま
し
ひ
ご
な
さ
む
に
は
赤
心
古
詩
の
も
こ
み
こ
も
な
る
へ
う
こ
そ
。

右
第
二
の
序
文
に
は
執
筆
者
の
署
名
が
な
い
け
れ
ビ
も
和
魂
漢
才
の
本
末
を
辮
じ
赤
心
報
國
の

基
礎
を
固
め
ん
こ
し
だ
態
度
が
看
取
さ
れ
る
。
（
か
の
有
名
な
淺
見
番
齋
は
帯
刀
に
「
赤
心
報
國
」
の

四
字
を
銘
し
て
勤
王
の
志
を
表
は
し
て
み
た
）

　
尾
張
の
菱
屋
二
七
ε
い
ふ
町
人
が
老
後
の
試
行
見
聞
記
た
る
享
和
二
年
入
月
の
序
あ
る
筑
紫

紀
行
藩
之
七
（
二
面
國
文
庫
、
稜
訂
紀
行
文
集
入
〇
六
頁
）
に
太
宰
府
紳
肚
に
就
い
て
詳
述
し
て
み
る

が
中
に
、

　
さ
て
憩
領
は
千
石
　
公
よ
り
筑
後
國
下
妻
霊
水
田
村
に
お
い
て
寄
附
し
給
へ
り
、
ま
た
二
千
石
、

　
此
筑
前
國
の
殿
よ
り
寄
附
、
又
二
百
五
十
石
、
筑
後
國
久
留
米
侯
よ
り
の
寄
附
、
ま
陀
五
十
石
、
同
國

　
柳
川
侯
よ
り
の
寄
附
な
り
ご
ぞ
云
々

ご
見
え
て
み
る
か
ら
こ
、
に
所
謂
「
脚
気
の
大
城
に
つ
か
へ
ら
る
、
有
志
の
も
の
ご
も
」
の
意
味
も

大
腱
理
解
せ
ら
れ
る
ご
思
ふ
。
懇
尾
に
は
樫
大
俗
都
法
印
信
全
の
筆
に
な
る
和
文
の
蹟
を
載
せ

て
み
る
。

　
し
ら
ぬ
ひ
筑
紫
の
國
に
鎭
り
ま
せ
る
我
意
紳
の
残
し
給
へ
り
し
激
へ
く
さ
の
中
に
も
今
の
遜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
そ
り
て
仰
ぎ
尊
、
む
な
る
和
魂
漢
才
の
文
字
あ
る
を
千
引
の
石
に
ゑ
り
て
こ
の
廣
前
に
た
て
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ま
み
ら
せ
つ
は
た
其
を
し
へ
草
の
露
の
ひ
か
り
を
賢
く
世
に
か
、
や
か
し
て
ん
こ
て
梓
に
も

　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
せ
る
は
幅
岡
の
ま
こ
、
ろ
あ
る
人
々
等
の
い
ご
ね
も
こ
ろ
成
こ
、
う
さ
し
の
ふ
か
き
を
か
．

　
ま
け
つ
る
を
さ
ら
は
此
は
し
書
を
ビ
せ
ち
に
も
こ
め
け
れ
ハ
い
な
み
か
だ
く
て
か
く
な
ん

右
の
法
印
信
全
は
今
の
太
宰
府
帥
魁
宮
司
男
爵
西
高
辻
信
雅
氏
の
租
父
に
陰
り
當
時
當
証
の
第

一
位
を
占
め
て
融
雪
に
奉
仕
せ
ら
れ
元
入
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
（
同
窓
実
務
所
報
）
が
日
本

漱
町
史
資
料
塗
，
二
一
頁
に
も
次
の
や
う
な
文
の
中
に
宮
司
大
鳥
居
並
等
の
名
が
見
え
て
み
る
。

　
宰
府
紳
庫
ノ
書
籍
器
物
ノ
中
一
軸
ニ
銅
像
混
入
シ
タ
リ
、
相
傳
フ
是
彼
吉
備
雪
持
京
ノ
孔
子
顔
回

　
二
黒
也
ト
、
嘉
永
中
夜
須
郡
朝
日
村
季
山
保
成
業
像
ノ
塵
挨
二
業
晦
ス
ル
ヲ
慨
ミ
私
財
ヲ
以
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
ゆ

　
寵
ヲ
製
シ
ク
納
メ
且
宮
司
大
鳥
居
信
全
二
謀
ソ
菅
廟
ノ
側
二
聖
廟
學
校
ヲ
螢
築
セ
ン
ト
議
定

　
セ
シ
ニ
包
辮
ノ
人
募
金
ヲ
私
シ
絡
二
三
像
ヲ
曲
目
物
ト
ス
ル
ニ
至
〃
云
々

　
七
、
明
治
六
年
版
（
皇
紀
二
五
三
三
）
京
都
出
版
に
し
て
嘉
永
壬
子
正
三
位
大
常
卿
大
中
匝
鍛
忠

及
び
嘉
永
五
年
壬
子
二
月
北
野
寺
務
宮
院
家
法
雲
院
僧
正
光
通
の
序
が
あ
る
ご
の
こ
ご
で
あ
る

（
黒
川
無
道
氏
姓
㌔
が
私
は
ま
だ
手
に
入
れ
て
み
な
い
し
、
明
治
七
年
十
月
刊
行
の
村
上
勘
兵
衛
輯
、
御

維
新
以
來
京
都
新
刻
書
目
便
覧
（
京
大
文
學
部
陳
列
館
藏
に
よ
る
）
に
も
見
馴
ら
な
い
の
で
分
明
し

な
い
が
、
大
膿
四
に
掲
げ
た
嘉
永
五
年
版
乙
本
に
近
い
も
の
だ
ら
う
ビ
想
像
さ
れ
る
◎

　
　
　
菅
家
慧
誠
定
そ
の
和
魂
漢
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
哲
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四
四

脳　
　
入
、
北
野
文
叢
刊
本
（
皇
紀
二
五
六
六
）
前
章
で
述
べ
た
寓
本
を
明
治
四
十
年
東
京
國
學
院
大
學

　
で
北
野
誌
三
懇
の
中
北
野
点
叢
懇
入
の
中
に
入
れ
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
奥
書
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
．
に
つ
い
て
も
設
置
を
實
紀
、
寓
之
を
寓
書
、
諸
家
を
家
諸
、
彼
二
章
を
被
二
章
ご
誤
署
し
て
を
り
、
又
文

　
備
の
丈
を
落
し
て
み
る
。
學
生
等
の
分
携
校
正
で
印
刷
を
急
い
だ
ご
か
聞
い
て
み
る
が
誠
に
ミ

　
ス
プ
ヲ
ン
ト
の
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
る
。
伴
流
罪
の
綾
本
や
三
手
交
点
本
（
最
近
の
六
一
）
を
除
き
句
護

　
訓
瓢
の
少
か
っ
た
菅
家
遽
誠
が
板
本
ご
な
っ
て
之
を
加
へ
ら
れ
る
や
時
ビ
し
て
大
な
る
差
異
を

　
來
し
て
み
る
。
其
の
尤
な
る
も
の
は
北
野
文
写
本
ビ
日
本
敷
育
文
庫
本
ご
の
差
で
あ
ら
う
。

　
　
九
、
日
本
罫
書
文
庫
本
（
皇
紀
二
五
六
九
）
　
明
治
四
十
三
年
黒
川
眞
道
氏
を
代
表
者
ご
す
る
同
文

　
館
編
輯
局
編
纂
の
家
訓
篇
五
五
i
六
〇
頁
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
で
現
今
最
も
廣
く
流
布
し
て
ゐ

　
る
。
從
っ
て
本
書
に
よ
っ
て
研
究
す
る
者
も
少
く
な
い
か
ら
注
目
に
儂
す
る
ε
思
ふ
。
本
書
の

　
由
來
ご
黒
川
民
の
意
見
の
一
部
分
ε
は
そ
の
解
題
に
之
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
叢
る
。
曰
く
、

　
　
本
書
は
菅
公
の
作
な
り
ε
傳
へ
ら
れ
た
れ
ご
、
疑
な
き
能
は
す
、
古
來
傳
は
れ
る
を
以
て
編
入
す
、

　
　
或
は
菅
家
代
々
の
内
、
何
人
か
の
作
な
ら
む
、
政
事
交
霊
等
の
諸
方
面
に
亙
り
て
の
訓
誠
な
り
、
本

　
　
書
全
懇
傳
は
ら
す
、
又
其
の
一
部
脱
文
等
あ
り
、
よ
り
て
綾
群
書
類
從
本
、
及
び
文
久
元
年
板
黒
川

　
　
藏
寓
本
等
に
よ
り
て
補
訂
す
、
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ご
。
　
そ
の
綾
群
書
類
從
本
、
文
久
元
年
板
、
黒
川
藏
端
本
に
つ
い
て
は
已
に
之
を
略
述
し
た
が
底
本

こ
し
て
は
敏
忠
光
通
の
序
を
も
つ
た
も
の
を
用
み
た
ε
の
事
で
あ
る
（
黒
川
眞
滋
愚
管
）
か
ら
四
か

七
に
擦
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
活
版
本
に
伸
ふ
誤
植
の
少
く
な
い
こ
ご
は
本
書
も
亦
免
れ
得
ぬ
ご

こ
ろ
で
あ
る
。
右
の
「
或
は
菅
家
代
々
の
内
、
何
人
か
の
作
な
ら
む
」
こ
い
ふ
考
へ
方
は
本
居
二
丁
が

そ
の
著
和
歌
の
浦
鶴
の
中
に
「
實
に
菅
公
の
御
作
の
も
の
か
又
噛
は
そ
の
御
家
の
謙
語
の
御
し
わ
ざ

か
前
二
ヶ
條
こ
も
に
此
意
を
ふ
く
み
て
の
こ
ご
、
見
ゆ
る
に
つ
き
て
は
幽
す
一
塩
も
ご
つ
く

所
を
明
に
せ
す
し
て
は
口
は
し
を
い
れ
が
た
し
」
こ
い
ふ
あ
π
り
に
も
、
灰
か
に
見
え
て
み
る
。
（
本

居
宣
長
全
集
一
〇
〇
九
頁
）

　
國
書
解
題
に
裁
て
佐
村
八
郎
氏
は
「
凡
て
三
十
二
箇
項
を
記
せ
り
、
此
書
数
種
あ
り
、
中
に
は
法
暦

の
急
な
る
も
あ
り
」
ご
記
し
て
み
る
が
所
謂
「
法
暦
の
著
茗
い
ふ
意
味
が
分
明
で
な
い
。
又
「
凡
て
三

十
二
箇
項
を
記
せ
う
」
ご
あ
る
の
も
は
っ
き
う
し
な
い
が
群
書
一
覧
の
解
題
に
も
三
十
二
條
ご
見

え
て
み
る
か
ら
さ
う
い
ふ
寓
本
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
河
を
根
擦
に
か
、
れ
た
も
の

か
、
軍
な
る
誤
植
に
基
い
た
ご
し
て
も
賓
暦
二
年
こ
の
間
に
何
か
二
二
が
あ
り
さ
う
に
も
思
は
れ

る
、
唯
佐
村
氏
の
存
生
さ
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
和
魂
漢
才
の
石
碑
に
就
い
て

　
　
　
菅
家
慧
風
定
そ
の
和
魂
漢
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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加
誓
憩
｝
煎
馴
究
　
　
第
百
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
山
ハ

　
以
上
爲
本
及
び
板
本
に
就
い
て
考
察
し
た
こ
ご
に
よ
っ
て
菅
家
遺
誠
の
僑
作
を
中
心
ご
し
た

問
題
の
大
部
ご
例
の
爾
章
の
鼠
入
に
甥
す
る
一
部
ε
の
墾
考
資
料
を
研
究
し
た
課
で
あ
る
が
、
更

に
後
者
の
爲
め
に
は
例
の
南
面
の
み
を
記
念
し
た
諸
冠
の
石
碑
に
就
い
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

併
し
現
在
私
の
知
り
得
た
限
り
で
は
僅
に
次
の
四
種
（
高
雄
山
の
を
入
れ
て
五
種
）
に
し
か
上
ら
な

い
。
そ
し
て
其
の
凡
て
が
曾
遊
の
地
で
あ
る
か
ら
一
度
以
上
見
た
筈
で
あ
る
け
れ
こ
も
確
實
に
・

記
憶
し
て
み
な
い
の
で
今
度
改
め
て
北
野
血
温
以
外
は
各
臨
接
所
及
び
便
宜
あ
る
春
画
の
御
厚

意
に
よ
っ
て
碑
交
を
寓
し
て
戴
き
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
こ
の
～
章
を
書
く
こ
ご
に
し
た
。
尤
も

そ
れ
ら
に
於
て
疑
は
し
い
所
や
重
要
な
黙
に
就
い
て
は
二
人
以
上
を
累
は
し
又
は
一
，
一
回
以
上
の

手
数
を
経
て
居
る
か
ら
報
告
者
の
無
意
識
的
過
誤
は
比
較
的
少
か
ら
う
と
思
ふ
。

　
一
、
北
野
神
説
（
皇
紀
二
五
〇
八
）
既
に
前
章
に
掲
載
し
た
や
う
に
嘉
永
五
年
版
乙
本
の
第
一
序

交
で
あ
る
大
中
臣
敷
忠
の
「
滋
藤
書
」
の
中
に
「
維
貞
又
請
公
之
膏
孫
黄
門
聰
長
卿
、
書
篇
中
要
語
二
則
、

勒
．
碑
、
樹
之
北
野
　
菅
祠
、
憲
章
画
意
、
可
巨
篇
勤
愚
論
」
こ
い
ひ
、
第
二
序
文
で
あ
る
信
正
光
通
の
「
謹
識
」

し
た
も
の
に
「
碁
器
中
要
語
二
剛
、
看
護
漢
籍
者
、
下
頂
門
扁
針
実
、
紀
維
貞
特
憲
章
此
、
勒
三
石
、
以
建
於

北
野
　
菅
祠
、
可
謂
善
言
　
公
之
遺
志
者
也
」
ご
い
ひ
、
更
に
甲
本
高
野
こ
も
に
、
其
の
第
一
懇
末
に
要

語
の
二
章
を
掲
げ
た
上
で
、
精
々
小
さ
く
「
右
二
二
者
遺
言
中
之
出
目
也
既
記
於
北
野
冠
東
之
碑
焉
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學
漢
籍
者
可
用
心
之
第
一
也
」
こ
い
ふ
注
意
を
三
行
に
わ
け
て
記
し
て
・
み
る
が
、
現
に
北
野
紳
証
の

廟
束
、
多
く
の
石
燈
籠
の
立
ち
並
ん
で
み
る
あ
た
う
に
鮮
に
残
っ
て
を
う
、
建
碑
の
由
來
も
同
じ
碑

面
に
左
の
・
如
く
測
さ
れ
て
る
る
Q

　
嘉
永
元
年
四
月
慮
右
兵
衛
大
尉
紀
維
貞
需
　
　
菅
原
塾
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
力

　
右
遺
誠
恐
丈
二
則
三
婆
後
世
轟
鴬
野
請
其
三
十
一
擾
東
坊
城
黄
門
公
書
薦
慶
延
坊
卜
　
帥
意

　
惟
卜
協
便
勒
石
建
之
廟
束
以
示
諸
人
云

　
　
嘉
永
戊
串
初
夏
　
　
右
兵
衛
大
尉
紀
朝
臣
維
貞

之
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
嘉
永
元
年
揮
毫
を
請
う
て
同
年
建
碑
し
た
も
の
で
、
絶
版
に
先
だ
つ
こ
ご
、
四

年
で
あ
る
。
前
章
に
掲
載
し
た
嘉
永
五
年
版
丙
本
法
眼
清
艶
の
践
の
中
程
「
紀
勢
貞
う
ま
く
讃
考

へ
て
云
々
」
の
六
七
行
に
建
碑
の
由
來
を
詳
述
し
て
み
る
。
雪
男
の
石
碑
の
摺
本
に
つ
い
て
は
前

章
嘉
永
五
年
版
艶
本
の
條
に
略
述
し
た
が
更
に
後
篇
第
二
章
に
於
て
も
論
述
す
る
手
掌
が
あ
る

だ
ら
う
ご
思
ふ
。

　
二
、
高
雄
山
（
皇
紀
二
五
一
一
）
　
紳
護
寺
登
行
の
高
雄
山
略
誌
第
一
六
頁
に

　
和
帯
解
麻
呂
墨
譜
野
寺
背
後
の
山
腹
に
あ
り
、
墳
の
傍
に
・
古
來
よ
う
和
魂
漢
才
、
實
事
篶
行
ビ
題

　
せ
る
慮
然
石
あ
り
、

　
　
　
菅
家
真
誠
定
そ
の
和
魂
礎
オ
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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四
八

ご
見
え
て
み
る
が
、
宇
井
眞
澄
編
輯
の
和
氣
公
御
調
記
二
葉
乃
楓
（
明
治
四
十
三
年
十
剛
月
初
版
、
同

四
十
四
年
三
月
再
版
、
弘
文
堂
書
院
重
版
）
の
口
絡
に
は
そ
の
轟
轟
が
掲
げ
ら
れ
て
み
る
。
帥
ち
明

治
三
十
一
年
四
月
十
五
日
に
建
て
ら
れ
た
和
細
江
長
正
三
位
公
爵
鷹
司
煕
通
の
筆
に
な
る
贈
正

一
位
和
氣
清
麻
呂
血
縁
に
七
っ
て
左
側
に
右
の
入
宇
を
二
行
に
並
べ
て
草
ご
行
ご
を
交
へ
た
程

度
の
書
禮
で
書
い
て
み
る
。
右
肩
に
は
「
温
故
而
知
新
已
慎
重
師
奥
」
の
印
を
謝
し
、
左
下
に
は
第
一

に
關
臼
の
二
字
を
中
央
に
お
き
右
に
「
壽
比
南
山
」
左
に
「
幅
如
東
海
」
を
入
れ
た
墨
形
の
印
を
刻
し
、
第

二
に
「
至
誠
如
聯
』
を
正
方
形
の
中
に
入
れ
た
鋼
を
刻
し
て
み
る
（
大
志
萬
準
治
氏
の
作
っ
て
下
さ
っ

た
拓
本
に
慷
る
）
明
治
三
十
二
年
十
月
並
行
の
湯
本
文
彦
著
和
氣
公
紀
事
六
十
五
丁
重
に
は
こ
の

碑
を
説
明
し
て
嘉
永
四
年
紳
號
宣
下
の
時
に
於
て
鷹
司
關
臼
政
逼
公
が
装
入
字
を
自
書
し
て
石

に
刻
し
て
護
王
証
の
前
に
建
て
ら
れ
た
が
魁
殿
を
烏
丸
街
に
遷
さ
る
、
に
臨
ん
で
も
傍
ほ
高
雄

山
の
善
魅
地
に
残
さ
れ
て
み
た
か
ら
「
今
マ
之
ヲ
墓
前
心
移
シ
タ
」
ご
い
っ
て
み
る
。
而
し
て
明
治

四
十
五
年
に
宇
井
眞
澄
氏
の
編
ん
だ
贈
正
五
位
市
田
七
癖
君
命
傳
に
は

　
今
高
雄
血
塗
王
紳
就
の
薔
趾
に
あ
る
粛
粛
政
藤
壷
の
書
和
魂
漢
才
、
痛
事
篤
行
の
入
字
を
刻
せ

　
し
碑
も
亦
君
の
建
設
す
る
所
な
b

こ
い
つ
て
る
る
か
ら
和
訳
清
庶
呂
の
御
贈
位
が
維
貞
の
建
白
ε
政
通
・
の
奏
上
ε
に
よ
つ
淀
榛
に
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こ
の
碑
も
亦
爾
人
の
努
力
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
石
碑
の
等
等
に
就
い
て
は

更
に
抗
後
篇
第
二
章
に
墾
考
資
料
を
掲
げ
て
お
く
〇

　
三
、
大
阪
天
満
宮
（
皇
紀
ご
五
一
二
〉
　
同
社
務
所
及
び
秋
葉
文
學
士
の
御
示
激
に
よ
れ
ば
建
碑
の

年
代
は
嘉
永
五
年
壬
子
夏
六
月
に
し
て
建
碑
の
聖
賢
家
は
大
倉
法
橋
菅
原
信
古
で
あ
る
。
即
ち

全
面
の
文
字
は

　
（
右
横
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
土
佐
左
近
將
監
光
文
　
　
　
　
　
　
執
事
　
小
谷
能
登
介

　
　
　
　
　
松
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
土
佐
伊
勢
守
光
清
　
　
　
　
　
　
幹
事
　
井
上
宗
群

　
（
正
亜

　
　
　
　
　
凡
帥
國
一
世
云
々

　
　
　
　
　
凡
國
學
所
要
云
々

　
　
　
　
　
　
癒
倉
兵
衡
大
尉
紀
維
貞
需
　
菅
原
聰
長

（
左
横
面
）

　
　
　
　
　
余
謁
北
野
　
聖
麿
観
　
東
坊
城
君
所
筆
　
菅
公
遺
誠
之
碑
文
不
勝
戚
欽

　
　
　
　
　
仰
之
至
模
上
石
以
建
干
浪
華
天
満
祠
内

　
　
　
菅
家
寒
雨
虐
そ
の
和
魂
漢
オ
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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哲
學
研
究
第
百
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
　
　
　
　
　
軸
側
永
五
年
巾
蕨
壬
子
夏
山
ハ
月
　
　
　
　
　
　
大
倉
法
㎞
諒
解
原
信
古
事
自

の
如
く
刻
さ
れ
て
あ
り
、
彌
も
正
面
に
は
松
梅
の
維
が
描
か
れ
て
み
る
ご
の
事
で
あ
る
。
土
佐
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ

系
圖
に
よ
れ
ば
光
交
は
光
清
の
三
二
に
し
て
父
光
孚
の
三
男
に
當
り
、
從
四
位
下
備
前
守
に
叙
せ

ら
れ
そ
の
本
家
を
．
嗣
ぎ
明
治
十
二
年
十
N
月
九
日
年
六
十
八
を
以
て
卒
し
た
。
兄
光
清
も
同
じ

く
從
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
文
久
二
年
十
一
月
二
十
一
丁
年
五
十
入
を
以
て
卒
し
た
。
（
横
井
時
多

出
日
本
絡
翌
翌
N
O
七
…
一
入
頁
所
載
）
撃
っ
て
建
碑
の
時
は
光
清
四
十
入
歳
光
文
四
十
＝
蕨
の
こ

ε
で
あ
る
。
共
に
宮
中
の
絡
所
預
り
で
あ
る
Q
建
碑
者
た
る
大
倉
法
橋
は
嘉
永
五
年
版
丙
本
の

條
に
略
述
し
て
お
い
た
。
而
し
て
こ
の
碑
を
建
て
た
の
は
丙
本
に
強
弁
の
践
を
書
し
た
嘉
永
五

年
ご
同
じ
く
菅
公
九
百
五
十
年
祭
の
折
で
和
魂
漢
才
碑
こ
し
て
有
名
な
太
宰
府
の
そ
れ
に
先
立

つ
こ
ご
實
に
六
年
で
あ
る
。
建
碑
の
由
來
は
右
に
掲
げ
た
左
構
面
の
菅
原
罷
工
敬
白
中
に
明
示

さ
れ
て
み
る
。

　
四
、
太
宰
府
帥
証
へ
皇
紀
二
五
一
入
）
文
久
元
年
版
の
権
大
僧
都
法
印
信
全
の
践
に

　
し
ら
澱
ひ
筑
紫
の
國
に
配
り
ま
せ
る
我
大
神
の
残
し
給
へ
り
し
敷
へ
く
さ
の
中
に
も
今
の
世

　
こ
そ
り
て
，
仰
ぎ
奪
む
な
る
和
魂
漢
才
の
文
字
あ
る
を
千
引
の
石
に
ゑ
り
て
こ
の
廣
前
に
た
て

　
ま
み
ら
せ
つ
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ご
あ
る
が
太
宰
府
藤
切
々
務
所
よ
パ
ノ
の
呈
示
敢
に
よ
れ
ば
朋
州
李
田
内
藏
介
鎮
胤
、
奥
意
今
村
要

太
郎
外
百
石
名
に
よ
っ
て
安
政
五
年
に
建
立
さ
れ
だ
と
の
事
で
あ
る
。
年
長
は
い
ふ
ま
で
も
な

く
篤
胤
の
養
子
で
あ
る
が
今
村
要
太
郎
の
名
は
氣
吹
屋
門
人
録
に
見
え
な
い
か
ら
詳
細
は
わ
か

ら
な
い
〇

　
五
、
湯
島
天
神
（
白
毘
紀
二
五
五
一
ご
）
　
同
晶
脚
窪
々
務
所
よ
・
9
一
不
一
敏
さ
れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
山
ハ

年
中
子
壷
編
朋
美
静
の
建
立
し
た
も
の
で
、
菅
家
遣
話
中
の
例
の
二
章
を
刻
さ
れ
て
あ
る
。
樹
右

石
碑
の
模
霧
掛
軸
一
幅
は
常
に
滋
務
所
の
床
間
に
掛
け
て
あ
る
ε
の
事
で
あ
る
。
顧
朋
子
欝
は

大
國
隆
正
の
門
入
に
し
て
「
菅
公
一
千
年
」
の
著
者
で
あ
る
。
同
書
は
筆
者
野
村
傳
四
郎
氏
の
駿
に

よ
れ
ば
、

　
本
年
「
月
の
こ
ご
な
）
き
。
先
生
予
を
病
床
に
延
き
て
菅
公
の
事
歴
を
評
論
せ
ら
る
、
も
の

　
三
夜
、
予
筆
受
し
て
家
に
還
り
私
に
文
僻
を
修
飾
し
註
記
を
施
こ
し
以
て
蝋
冊
子
ビ
な
す
。
本

　
書
す
な
は
ち
是
な
り
。

こ
い
ふ
も
の
で
、
菅
公
の
一
千
年
祭
に
際
し
て
菅
公
を
敬
す
る
入
は
世
に
多
い
が
「
或
は
そ
の
敬
し

か
た
、
心
の
お
も
ひ
標
ご
り
た
が
へ
た
る
こ
ご
な
き
に
あ
ら
す
」
ご
考
へ
て
七
十
二
翁
元
々
居
老
人

硯
堂
美
言
が
之
を
舞
じ
た
も
の
で
あ
る
。
鵜
朋
子
爵
は
石
見
の
國
の
生
れ
で
固
よ
う
人
鷹
・
菅
公

　
　
　
菅
家
慧
誠
艦
そ
の
測
魂
漢
オ
跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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哲
學
研
究
第
胃
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

の
霊
を
奪
ん
で
み
た
が
曾
て
生
姜
に
あ
っ
て
修
業
中
、
九
百
五
ナ
年
の
大
祭
に
め
つ
て
「
そ
れ
に
謝

す
る
大
國
隆
正
師
の
思
考
等
を
き
、
な
ほ
今
に
懐
ふ
所
な
り
」
ビ
序
に
記
し
て
み
る
が
隆
正
の
「
や

ま
ご
た
ま
し
ひ
」
に
掲
げ
ら
れ
て
み
る
菅
家
遣
誠
に
塾
す
る
記
事
を
本
書
の
附
録
こ
も
て
る
る
Q

菊
版
六
〇
頁
を
上
中
下
三
篇
に
別
ち
中
に
菅
家
遣
捨
を
引
用
し
て
み
る
が
竃
頭
に
も
「
逡
誠
の
文

の
よ
み
か
た
、
僅
の
つ
ね
の
こ
は
い
さ
、
か
違
へ
り
。
こ
は
わ
が
師
大
國
翁
の
説
に
從
へ
る
も
の

に
し
て
云
左
こ
い
っ
て
る
る
や
う
に
、
自
レ
非
和
魂
嚢
才
ご
よ
ま
せ
て
み
る
。
同
じ
一
六
頁
畿
頭
に
、

「
菅
家
景
気
の
碑
東
京
湯
島
公
園
菅
公
祠
前
に
樹
て
た
り
、
大
國
隆
正
翁
が
筆
に
か
、
る
」
ε
断
っ
て

る
る
か
ら
建
碑
の
年
代
は
新
し
い
が
石
碑
の
文
字
は
縮
當
右
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
も
隆
正

學
に
よ
っ
て
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
同
就
か
ら
の
御
示
激
に
よ
れ
ば
第
二
の
文
は
「
凡
國
學

　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
⑬
⑱

所
要
錐
欲
論
渉
古
今
究
天
入
云
々
」
ご
あ
っ
て
野
々
口
隆
正
の
名
が
記
し
て
あ
る
こ
の
こ
ご
で
あ

る
。　
以
上
不
十
分
な
が
ら
も
寓
本
板
本
及
び
石
碑
に
よ
る
資
料
に
就
い
て
略
述
し
た
。
吾
人
は
是

等
の
資
料
ε
更
に
其
の
内
容
及
び
労
三
等
ビ
を
想
望
ご
し
て
次
に
菅
家
逡
誠
の
儒
作
ε
例
の
爾
…

章
の
鼠
入
ご
ζ
就
い
て
考
察
し
て
見
よ
う
ご
思
ふ
。
へ
前
篇
終
一
四
、
六
、
＝
）


